




まとめ 

 埼玉県下 23 事業所の有機溶剤作業従事勤労婦人 150 名を対象とし,2 年間 4 回の血色素

量の変動と作業状況,自覚症状,既往歴,出産歴等の関連性を調査・分析した。平均血色素量

は 12.9g/dl～13,1g/dl であり,12.0g/dl 未満の低値者は 13～17%であった。4 回ともに低

値であったものは 8 名(5%)と少なく,71%は常に 12.0g/dl 以上の値を示した。年令では 30

才～40 才代の血色素量が低く,10 才代が高い傾向であった。作業状況,既往歴・治療中疾病

の有無,出産歴との関連性は認められなかった。自覚症状では頭痛,頭重の有訴者に低い傾

向であった。 

 本対象は有機溶剤作業者であるが,血色素量は前回,前々回報告の勤労婦人のそれと差異

はなく,年令階層では,10 代に高い傾向が一致している。自覚症状では有機溶剤作業独得の

粘膜刺激,皮ふ障害に有訴者が多かったが,血色素量はむしろ有訴者に高い傾向であった。

自覚症状と血色素量との対応関係は必ずしも一致するものではないといえよう。出産歴と

の関係が認められなかった点については,さらに検討が必要である。 


